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1．はじめに

山腹承水路は，山地からの降雨流出を一時的に受け止めて下流へ流下させる機能を有し

ており，水路の流下能力を超える流入があった場合には排水ゲートから河川へ排出する機

能を有している．ゲートの操作次第で洪水緩和機能の向上が可能である一方，操作が遅れ

ると水路の溢水により農地，宅地の湛水被害を引き起こすこともある．また，現在の排水

ゲートはほとんどが手動の機側操作となっており，管理者がゲートに到着するまでに時間

がかかるため適切な時刻でのゲート操作が困難であることが問題となっている．加えて豪

雨時のゲートの機側操作は危険を伴う作業となるため，ゲートの遠隔監視・操作化の重要

性が高まっている．そこで本研究では，ゲートの操作時刻が，溢水リスクとなる水路のピ

ーク水深や流下流量に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした． 

2．研究手法 

対象地域は三重県多気郡多気町の立梅用水と

した．立梅用水幹線水路は，用水量を増すために，

水路を横断する 23 流域の渓流の流出水を積極的

に取水する構造となっている．そのうちの図 1 に

水色の線で示した約 2,020m の区間を対象区間と

した．図 1 に赤線で示した流域界を越えて流下す

る用水の水は，下流の柱谷ゲートで集落の流域河

川に放水される．図 1 の黄色の流域から流下する

流出水は，100％立梅用水に流れ込んでいる．こ

のため鳴谷ゲートは，上流の別流域である山地か

らの降雨流出を，下流の集落へ流下させず地区最

大の河川である櫛田川へ排出できる最後のゲー

トである．鳴谷ゲートは 2021 年度のスマート農

業実証事業で遠隔化され，現在は遠隔から監視・操作可能となっている． 

本研究では，この鳴谷ゲートの遠隔操作の時刻が水路のピーク水深や流下流量に及ぼす

影響を解析した．解析は 2022 年 8 月 22 日～23 日の総降雨量 450mm の降雨イベントに

ついて行った．降雨流出解析には Kinematic Wave 法を，立梅用水路の流れ解析には一次

元非定常流解析を用いた．解析には雨量と水深のデータを用いた．水深は，鳴谷ゲートか

ら 20m 上流と柱谷ゲートの地点に水深計 HYDROS-21 水深・温度・EC センサーを設置

し，15 分間隔で計測した．雨量は鳴谷ゲートから西へ約 9km にあるアメダス粥見観測所
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の雨量データを用いた．各パラメータは

鳴谷ゲート地点で観測された水深変化に

フィッティングするよう定めた（図２）． 

3．結果と考察 

 鳴谷ゲート地点の水深変化を再現計算

し，ピーク水深と流下流量の評価を行っ

た．再現計算は，ゲート操作無し（閉めた

まま）の場合，実際よりゲート開放操作

が 1 時間遅い場合，1 時間早い場合の 3

つの場合について行った．ピーク水深と

流下流量の評価については，ゲート操作

無しの場合に対する低減率を求めた．流

量低減率は，ゲート操作無しの場合に対

するゲート開放時刻から閉鎖時刻までの

流量変化の積分値を低減率とした． 

まず，ゲート操作無しの場合の計算結

果を図 3 に示す．実際のゲート操作の場

合のピーク水深低減率は 10.3%，流量低

減率は 29.0%となった． 

次に，実際よりゲート開放が 1 時間遅

い場合と 1 時間早い場合の計算結果を図

4 に示す．ゲート開放が 1 時間遅い場合

のピーク水深低減率は 1.6%，流量低減率

は 26.8%となった．一方，ゲート開放が

1 時間早い場合のピーク水深低減率は

26.2%，流量低減率は 30.5%となった． 

以上より，ゲート開放時刻が早いほど

ピーク水深や流下流量が小さくなること

が分かった．また，ゲート開放時刻が 1 時

間前後した場合，ピーク水深は平均

12.3%，流下流量は平均 1.8%変化した．

このことから，降水の短時間予測精度の

向上と，ゲートの遠隔化によりきめ細や

かな操作が可能となることで，適切な時

刻でのゲート操作により下流の溢水リスクを低減させることができると考えられる． 

4．まとめ 

 本研究では，ゲートの操作時刻が，溢水リスクとなる水路のピーク水深や流下流量に及

ぼす影響を明らかにすることを目的に，ゲートの操作時刻による水深変化を解析・再現し

た．その結果，強い降雨強度が予想される場合は，ゲート開放時刻を早くすることでピー

ク水深や流下流量が小さくすることができることを定量的に示すことができた． 

 
図２ 鳴谷ゲート地点水深変化のフィッティング結果  

Water depth variation after fitting at Narutani gate 

 

 

図 3 実際のゲート操作によるピーク水深低減効果 

Lowering of peak water depth by gate operation 

 

 

図 4 ゲート操作時刻による水深変化の比較 

Comparison of water depth variation 

with gate operation time 
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